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木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに考えていきたいと思います。
春号は養老の山並みに抱かれた養老町から、治水事業の歴史を中心にご紹介します。
伊勢湾台風シリ－ズ第二編では、被災の実態を特集します。
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養
老
町
の
地
形

岐
阜
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平
野
の
西
端
に
位
置
す

る
養
老
町
は
、急
峻
な
山
麓
部
と
平
野
部
と
い
う
二
つ

の
顔
を
も
つ
地
域
で
す
。
町
の
地
形
は
海
抜
〇
ｍ
の

水
場
地
帯
か
ら
養
老
山
地
の
扇
状
地
に
つ
な
が
り
、扇

状
地
の
最
西
端
か
ら
は
切
り
立
っ
た
岩
盤
の
養
老
山

地
の
山
々
が
峰
を
連
ね
て
い
ま
す
。

山
麓
を
流
れ
る
河
川
は
、
牧
田
川
を
は
じ
め
杭
瀬

川
、
相
川
、
泥
川
、
色
目
川
、
小
畑
川
、
五
日
市
川
、

金
草
川
、
五
三
川
、
津
屋
川
の
諸
川
が
揖
斐
川
に
合

流
し
、
平
野
を
潤
し
て
い
ま
す
。
こ
の
平
野
部
の
ほ

と
ん
ど
は
、
海
抜
〇
ｍ
に
近
い
輪
中
地
帯
。
こ
れ
ま

で
に
も
幾
度
と
な
く
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
特
に
昭
和

三
四
年
八
月
の
集
中
豪
雨
、
九
月
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
る
洪
水
は
、
大
き
な
水
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

養
老
山
地
は
濃
尾
平
野
と
牧
田
川
地
溝
帯
に
は
さ

ま
れ
た
紡
錘
形
を
し
た
山
塊
で
高
度
は
六
百
〜
八
百

西
に
急
峻
な
養
老
山
地
を
擁
し
、

東
に
海
抜
０
ｍ
に
近
い
低
湿
地
が

広
が
る
養
老
町
は
、

狗
奴
国
論
争
に
湧
く
象
鼻
山
古
墳
群
、

孝
子
説
話
の
養
老
醴
泉
な
ど
、

数
多
く
の
史
跡
や
名
勝
が
点
在
。

豊
か
な
自
然
と
文
化
、
歴
史
が
集
う
町
で
す
。

近
世
に
は
輪
中
形
成
が
進
む
一
方
、
水
害
も
多
発
。

こ
う
し
た
水
害
を
乗
り
越
え
て
、

現
在
で
は「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
躍
動
都
市
・
養
老
」を
め
ざ
し
て
、

多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

養
老
の
孝
子
説
話

「
親
孝
行
の
樵き

こ
り

が
谷
の
水
を
瓢
箪

ひ
ょ
う
た
ん

に
汲
ん
で
持
ち

帰
り
、
老
父
に
飲
ま
す
と
こ
の
上
も
な
い
良
い
酒
だ

と
た
い
そ
う
喜
ん
だ
」。
養
老
の
滝
の
孝
子
説
話
は

あ
ま
り
に
も
有
名
な
物
語
で
す
。

「
続
日
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）

元
正
天
皇
は
養
老
の
醴
泉
に
行
幸
し
、
そ
の
素
晴
ら

し
い
美
泉
に
感
動
し
、
年
号
を
「
養
老
」
と
改
元
し

て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
天
皇
自
ら
美
泉
を
す
く

っ
て
洗
っ
た
と
こ
ろ
、
皮
膚
は
な
め
ら
か
に
な
り
、

ま
た
、
こ
の
霊
泉
を
飲
浴
し
た
人
々
は
白
髪
も
黒
く

な
り
目
の
悪
い
人
は
見
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
ど

ん
な
病
気
に
も
効
能
を
発
揮
。
病
が
致
命
傷
と
な
る

こ
の
時
代
、
澄
ん
だ
水
は
健
康
の
源
泉
と
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
元
正
天
皇
は
改
元
を
は
じ
め
、
郡
領
以

下
四
〇
人
に
位
を
与
え
、
八
〇
歳
以
上
の
老
人
に
授

階
や
恩
寵

あ
ん
ち
ょ
う

を
行
い
、
天
下
の
孝
子
節
婦
を
表
彰
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

聖
武
天
皇
も
天
平
一
二
年
（
七
四
〇)

に
養
老
の
醴

泉
に
行
幸
。
大
伴
東
人
・
家
持
が
随
従
し
、
養
老
美

泉
を
詠
ん
だ
和
歌
が
万
葉
集
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
養
老
醴
泉
に
ま
つ
わ
る
孝
子
説
話
は
建
長

四
年
（
一
二
五
二
）
に
つ
く
ら
れ
た
「
十
訓
抄
」
を

初
見
と
し
、「
古
今
著
聞
集
」
そ
の
他
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
謡
曲
「
養
老
」
で
は
雄
略
天
皇
の

御
世
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
頼
朝
と
纐
纈

こ
う
け
つ

源
五

や
が
て
時
代
は
下
り
平
安
時
代
。
こ
の
地
に
は
多

芸
荘
が
成
立
。
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
は
、
鎌

倉
幕
府
を
樹
立
し
た
源
頼
朝
が
多
芸
荘
の
半
分
を
纐

纈
源
五
に
与
え
た
と
「
平
治
物
語
」
は
伝
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
纐
纈
源
五
は
源
頼
朝
の
恩
人
。

平
治
の
乱
に
破
れ
た
も
の
の
平
清
盛
の
母
、
池
の
禅

尼
に
命
を
救
わ
れ
た
頼
朝
が
出
家
を
決
意
し
た
時
、そ

れ
を
押
し
止
め
た
の
が
源
五
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の

恩
賞
が
多
芸
荘
。
そ
の
後
、こ
の
地
は
織
田
信
長
に
よ

る
焼
き
打
ち
や
関
ケ
原
の
合
戦
な
ど
の
戦
乱
に
巻
き

込
ま
れ
、水
害
に
も
し
ば
し
ば
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

天
下
泰
平
の
江
戸
時
代
を
迎
え
る
と
、幕
府
直
轄
領
、

尾
張
藩
領
、大
垣
藩
領
な
ど
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

新
田
開
発
と
多
芸
輪
中
の
成
立

江
戸
初
期
に
な
る
と
幕
府
を
は
じ
め
各
大
名
た
ち

は
新
田
開
発
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。美

濃
国
の
大
垣
藩
主
戸
田
氏
鉄
も
治
水
や
利
水
事
業
を

鑑
み
た
新
田
開
発
政
策
を
積
極
的
に
実
施
。と
い
う
の

も
氏
鉄
は
、前
任
地
の
尼
ヶ
崎
領
に
お
い
て
河
川
改
修

や
低
湿
地
の
排
水
な
ど
に
功
績
を
残
し
て
お
り
、大
垣

藩
主
に
着
任
す
る
と
す
ぐ
に
、大
垣
か
ら
伊
尾
川
（
現

在
の
揖
斐
川
）に
通
ず
る
水
路
が
洪
水
の
原
因
に
な

る
こ
と
を
み
て
と
り
、伊
尾
川
と
の
合
流
点
に
閘
門
を

築
造
し
逆
流
を
防
ぎ
ま
し
た
。

氏
鉄
は
卓
越
し
た
治
水
の
見
識
と
経
験
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
開
墾
を
奨
励
し
ま
し
た
。

養
老
町
一
帯
で
も
有
尾
新
田
、横
屋
新
田
、
大
場
新
田
、

根
古
地
新
田
、大
牧
新
田
な
ど
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

低
湿
地
帯
で
の
新
田
開
発
は
そ
の
必
然
的
な
工
事

と
し
て
周
囲
を
囲
む
堤
防
が
築
造
さ
れ
、
牧
田
川
、

伊
尾
川
、
相
川
、
杭
瀬
川
な
ど
の
大
堤
防
が
補
強
さ

れ
て
、
牧
田
川
南
部
の
下
笠
輪
中
、
根
古
地
輪
中
、

有
尾
輪
中
、
そ
れ
ら
を
も
含
む
多
芸
輪
中
と
い
う
複

合
輪
中
も
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

多
芸
輪
中
の
形
成
は
寛
文
一
〇
年（
一
六
七
〇
）の
こ

ろ
。金
草
川
、牧
田
川
、
伊
尾
川
、
津
屋
川
に
囲
ま
れ

た
濃
尾
平
野
で
も
最
も
大
き
な
輪
中
の
一
つ
で
し
た
。

こ
の
輪
中
に
は
幕
府
領
、大
垣
藩
領
、尾
張
藩
領
、高
須

藩
領
な
ど
が
交
錯
し
、元
文
三
年（
一
七
三
八
）に
は
、

二
九
ヶ
村
、一
万
五
千
石
あ
ま
り
の
輪
中
に
発
展
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
多
芸
輪
中
で
も
、
上
流
部
の
用
水
取
得
と
下

流
部
の
内
水
排
除
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。
つ
ま
り
、

上
流
部
で
は
眼
前
に
河
川
が
流
れ
な
が
ら
も
用
水
取

得
は
困
難
で
あ
り
、
下
流
部
で
は
上
流
か
ら
の
排
水

が
作
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
な
ど
、
同
一
輪
中

内
で
も
、
利
害
が
対
立
す
る
こ
と
か
ら
、
紛
争
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

そ
こ
で
多
芸
輪
中
で
も
下
流
部
へ
の
排
水
被
害
を

減
少
す
る
た
め
、
掘
抜
井
戸
の
制
限
な
ど
の
協
定
を

細
部
に
わ
た
っ
て
結
ぶ
株
井
戸
制
度
が
明
治
初
年
ま

で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
の
物
資
が
集
散
す
る
濃
州
三
湊

濃
州
三
湊
と
は
、
近
世
初
期
、
牧
田
川
沿
い
に
開

け
た
烏
江
、
栗
笠
、
舟
付
の
三
つ
の
河
湊
の
こ
と
で
、

尾
張
藩
の
庇
護
の
も
と
飛
躍
的
に
発
達
し
ま
し
た
。

こ
の
三
湊
へ
通
じ
る
九
里
半
街
道
は
琵
琶
湖
と
伊

勢
湾
を
結
ぶ
要
路
。東
日
本
と
西
日
本
、太
平
洋
方
面

と
日
本
海
方
面
と
の
輸
送
に
一
番
便
利
で
賃
金
も
安

い
こ
と
か
ら
、諸
方
面
か
ら
の
物
資
が
行
き
交
い
ま

し
た
。

主
な
物
資
は
木
曽
の
木
材
、
伊
勢
の
塩
、
当
地
方

の
米
、
菜
種
油
、
赤
坂
の
石
灰
及
び
関
西
・
北
陸
の

物
資
な
ど
。
し
か
し
、
牧
田
川
が
土
砂
の
堆
積
に
よ

り
次
第
に
川
底
が
高
く
な
り
航
行
が
妨
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
大
垣
の
船
町
湊
が
中
継

所
と
し
て
大
き
く
発
展
し
た
た
め
、
次
第
に
衰
微
し
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
尾
張
藩
の
勢
力
が
衰
え
る

と
、
三
湊
は
す
っ
か
り
滅
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

水
害
を
乗
り
越
え
て

藩
籍
奉
還
が
実
施
さ
れ
た
明
治
時
代
。
こ
の
地
方

は
今
尾
県
、
笠
松
県
、
犬
山
県
、
大
垣
県
、
名
古
屋

県
な
ど
に
所
属
。
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
経
た
後
、
昭

和
三
〇
年
に
は
現
在
の
町
域
が
確
定
し
て
い
ま
す
。

近
代
化
を
進
め
た
明
治
以
後
も
水
害
は
依
然
と
し

て
繰
り
返
さ
れ
、
明
治
一
四
年
、
同
二
九
年
、
昭
和

二
八
年
、
同
三
四
年
の
大
規
模
水
害
に
中
小
の
水
害

も
加
え
る
と
、
十
数
回
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、明
治
二
四
年
の
濃
尾
震
災
は
未
曾
有
の
大
被

害
を
も
た
ら
し
、
昭
和
一
九
年
の
東
海
地
震
、同
二
一

年
の
南
海
地

震
で
も
地
盤

が
弱
い
低
湿

地
で
は
、大
き

な
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

被
害
か
ら
暮

ら
し
を
守
る

た
め
、
人
々

は
多
芸
輪
中

水
害
予
防
組

合
、
喜
多
輪

中
水
害
予
防

組
合
を
組
織

ふるさとの街・探訪記

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記
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町
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行

『
岐
阜
県
地
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大
事
典
』
角
川
書
店
発
行

豊
か
な
自
然
と
文
化
、歴
史
が
集
う
養
老
町

し
て
い
ま
す
。
狗
奴
国

と
は
魏
志
倭
人
伝
に

記
述
さ
れ
た
国
名
で

三
世
紀
の
倭
の
中
の

一
国
と
さ
れ
、北
の
邪

馬
台
国
と
対
立
し
男

王
が
支
配
。
位
置
は
肥

後
、
伊
予
な
ど
諸
説

が
あ
り
ま
す
が
、東
海

地
方
に
は
三
世
紀
ご

ろ
に
一
大
政
治
勢
力
が
あ
り
、そ
れ
が
狗
奴
国
だ
と

い
う
学
説
が
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
野
教
授

に
よ
る
と
、三
世
紀
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
前
方
後
方

墳
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
か
ら
岐
阜
県
に
か
け
て
の

濃
尾
地
方
が
起
源
と
す
る
見
方
が
あ
る
と
指
摘
。し

た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
濃

尾
地
方
が
古
代
史
上
重
要
な
鍵
を
握
る
地
域
で
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

と
多
芸
郡

養
老
町
一
帯
の
か
つ
て
の
地
名
は
多
芸
郡
。
こ
の

地
名
に
つ
い
て
は
「
古
事
記
」
景
行
天
皇
の
条
に
日

本
武
尊
が
伊
吹
山
か
ら
の
帰
途
、
当
地
に
至
り
「
我

が
足
当
芸
当
芸

た

ぎ

た

ぎ

し
く
な
り
ぬ
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
た
ぎ
」
野
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
ま

す
。
タ
ギ
タ
ギ
シ
と
は
と
ぼ
と
ぼ
と
し
か
歩
め
な
い

状
態
。
日
本
武
尊
は
よ
ほ
ど
長
旅
に
疲
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
以
来
、
こ
の
タ
ギ
シ
が
変
化
し
て
、
こ

の
付
近
を
当
芸
野

た

ぎ

の

、
郡
の
名
を
多
芸
郡
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

日
本
武
尊
が
伊
吹
山
を
平
定
し
て
伊
勢
へ
下
ら
れ

た
頃
か
ら
伊
勢
街
道
が
開
け
、大
和
朝
廷
が
全
国
を
統

一
し
た
律
令
時
代
に
な
る
と
、
物
部
氏
の
一
族
多
芸

氏
が
部
民
を
従
え
て
こ
の
地
に
移
住
し
、高
い
文
化
を

植
え
つ
け
ま
し
た
。さ
ら
に
、地
制
、
税
制
、戸
籍
な
ど

を
整
え
、古
代
の
区
画
法
で
あ
る
条
里
の
制
を
設
け

て
、大
坪
、小
坪
な
ど
の
地
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

ｍ
。揖
斐
関
ケ
原
養

老
国
定
公
園
や
東
海

自
然
歩
道
に
も
指
定

さ
れ
る
な
ど
美
し
い

自
然
景
観
に
恵
ま

れ
、中
で
も「
養
老
の

滝
」
は
歴
史
的
な
名

勝
の
地
と
し
て
、全
国

に
そ
の
名
を
馳
せ
て

い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
立
地
環

境
も
養
老
町
の
特
徴

の
一
つ
。岐
阜
県
下
第

二
の
人
口
規
模
を
持

つ
大
垣
の
近
隣
で
あ

る
こ
と
か
ら
そ
の
結

び
つ
き
は
深
く
、不
破

郡
の
垂
井
町
、安
八
郡

の
輪
之
内
町
、海
津

郡
の
平
田
町
、海
津
町
、
南
濃
町
、養
老
郡
の
上
石
津

町
及
び
三
重
県
の
北
勢
町
と
接
し
て
い
ま
す
。

狗く

奴な

国
論
争
に
湧
く
象ぞ

う

鼻び

山さ
ん

古
墳

標
高
約
四
百
ｍ
の
南
宮
山
か
ら
養
老
山
地
に
か
け

て
の
東
山
麓
に
象
鼻
山
古
墳
群
、
別
所
古
墳
群
、
室

原
古
墳
群
、桜
井
古
墳
群
、
勢
至
古
墳
群
な
ど
多
数
の

古
墳
群
が
点
在
し
て
い
ま
す
。中
で
も
、象
鼻
山
古
墳

一
号
古
墳
は
日
本
最
古
級
と
い
わ
れ
る
前
方
後
方
墳

で
す
。
平
成
九
年
八
月
二
八
日
、
養
老
町
教
育
委
員

会
は
養
老
町
橋
爪
の
象
鼻
山
一
号
古
墳
か
ら
、二
世

紀
後
半
の
中
国（
後
漢
の
時
代
）で
つ
く
ら
れ
た
青
銅

製
の
鏡
一
面
が
出
土
し
た
、と
発
表
し
て
い
ま
す
。
発

掘
調
査
を
担
当
し
た
富
山
大
学
の
宇
野
隆
夫
教
授

（
考
古
学
）は
、同
古
墳
が
三
世
紀
後
半
の
も
の
で
鏡
な

ど
の
出
土
か
ら「
邪
馬
台
国
と
対
立
し
た『
狗
奴
国
』

の
王
墓
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
濃
く
な
っ
た
」と

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

1

養老町の航空写真

し
て
堤
防
護

岸
、
樋
管
閘

門
の
水
防
活

動
に
尽
力
し
、

国
は
牧
田
川

改
修
工
事
を

実
施
し
ま
し

た
。こ

の
改
修

工
事
と
平
行

し
、
井
堰
の

建
設
を
実
施
。

牧
田
川
に
広

瀬
橋
堰
と
分
水
樋
門
を
建
設
し
て
、
干
害
の
続
い
た

養
老
地
区
、
日
吉
地
区
へ
の
給
水
を
開
始
。
江
戸
時

代
か
ら
続
い
た
水
論
争
は
、
よ
う
や
く
解
決
し
た
の

で
し
た
。

そ
の
一
方
、
低
湿
地
帯
で
は
大
正
一
一
年
、
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
式
排
水
機
の
設
置
を
は
じ
め
と
し
て
、
現

在
で
は
二
〇
か
所
に
排
水
機
が
設
置
さ
れ
、
二
毛
作

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、昭
和
三
四
年
八
月
の
集
中
豪
雨
、同
年
九
月

の
伊
勢
湾
台
風
の
大
災
害
を
契
機
に
農
業
構
造
の
改

善
も
進
め
ら
れ
、従
来
の
水
稲
農
業
を
一
新
、
養
鶏
、

果
樹
、
園
芸
な
ど
多
角
的
農
業
が
発
達
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
目
標
年
次
と
し

た
「
養
老
町
第
三
次
総
合
計
画
｜
ス
マ
イ
ル
・
プ
ラ

ン
」
を
策
定
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
躍
動
都
市
・
養
老
」

を
め
ざ
し
て
、
多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

養 老 町�

南濃町�

大垣市�

輪之内町�上石津町�

垂井町�

小
坪
輪
中�

釜
段
新
田�

高
柳
古
輪
中�

大
牧
輪
中�

高
柳
新
田�

根
古
地
輪
中�

根
古
地
新
田�

大
場
新
田�

大
場
輪
中�

有
尾
新
田�

有
尾
輪
中�

下
笠
輪
中�

飯
ノ
木
輪
中�

大
跡
新
田�

アホ除�

室
原
輪
中�

蛇
持
輪
中�

祖
父
江
輪
中�

飯
積
輪
中�

江
月
輪
中�

鳥
江
輪
中�

島
田
輪
中�

大
墳
輪
中�

揖
斐
川�

伊
尾
川�

杭
瀬
川�

相
　
川�

牧田川�

津屋川�

金草川�

多芸輪中�

近世の輪中の発展　新田の開発

広瀬橋堰

発掘現場で鏡や鉄剣などの副葬品を見る考古学
ファン＝養老町橋爪の象鼻山で

三重県�

川�

養
老
町�

長�

良�

川� 愛知県�
揖�

斐�

岐阜県�

伊勢湾�

金草川排水機場



堤
防
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

揖
斐
川
及
び
牧
田
川
の
出
水
は
前
回
を
上
回
る
空
前

な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
再
度
、
同
一
箇
所
で
破
堤

し
ま
し
た
。

復
旧
状
況

昭
和
三
四
年

九
月
二
七
日
／
堤
防
が
再
び
決
壊

九
月
二
九
日
／
仮
締
切
着
工
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
土
運
搬
、
浚
渫
船
に
よ
る
土

砂
堆
積

一
〇
月
一
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
幅
二
〇
ｍ

昭
和
三
五
年

三
月
三
一
日
／
復
旧
工
事
完
了

伊
勢
湾
台
風
根
古
地
破
堤

復
旧
後
の
牧
田
川
下
流
工
事

二
度
に
わ
た
る
根
古
地
破
堤
の
災
害
を
決
し
て
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、牧
田
川
で
は
高
柳
か
ら

決
壊
口
を
含
め
烏
江
ま
で
の
堤
防
の
嵩
上
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、堤
防
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
た

め
小
段
も
設
け
腹
幅
を
二
段
式
に
し
、特
に
堤
防
の

天
端
に
石
積
み
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
防
壁
を
つ
く

っ
て
、備
え
を
固
く
し
ま
し
た
。

昭
和
五
一
年
九
月
一
二
日
の
水
害
時
に
は
一
部
で

溢
水
し
た
の
で
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
下
流
部
の
堤
防

天
端
の
上
積
補
強
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
九
月
一
九
〜
二
〇
日
に
は
、台
風
一
九
号

の
出
水
に
よ
り
、牧
田
川
・
杭
瀬
川
の
背
割
堤
が
五
箇

所
、約
五
百ｍ
に
わ
た
っ
て
決
壊
、ま
た
、牧
田
川
左
岸

堤
防
の
川
裏
約
六
〇
ｍ
が
法
崩
れ
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
代
は
大
雨
が
降
っ
て
洪
水
に
な
っ
て
も
、

至
る
所
に
遊
水
池
（
洪
水
の
水
が
蓄
え
ら
れ
て
一
度
に

大
水
が
出
る
の
を
防
ぐ
地
域
）
が
あ
っ
た
た
め
、
連
年

の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
大
雨
で
も
、
よ
ほ
ど
の
大
洪

水
で
な
い
限
り
大
き
な
水
害
は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
新
田
開
発
が
進
ん
で

輪
中
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
時
の
低
い
堤

防
で
は
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
し
ば
し

ば
水
害
を
被
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
水
害

か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
こ
の
地
で
は
い
く
ど

も
治
水
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
主
な
治
水
事
業

《
宝
暦
治
水
》

宝
暦
治
水
は
薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
で
す
。下

流
部
で
網
の
目
の
よ
う
に
乱
流
し
洪
水
を
繰
り
返
す
木

曽
三
川
の
抜
本
的
改
修
を
目
指
し
、宝
暦
四
年（
一
七

五
四
）、
薩
摩
藩
家
老
平
田
靭
負
を
総
奉
行
に
工
事
は

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
靭
負
の
本
小
屋
と
な
っ
た
の
が
養
老
町
大
牧

村
の
鬼
頭
兵
内
宅
で
す
。
御
手
伝
普
請
は
広
範
囲
に
及

び
、
養
老
町
で
は
当
初
、
烏
江
、
高
渕
の
狭
削
部
の
拡

張
工
事
が
主
力
工
事
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
関
係
輪
中
の
意
見
が
調
整
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
工
事
を
断
念
。
多
芸
輪
中
の
小
坪
新
田
、

高
柳
新
田
の
伊
尾
川
（
現
在
の
揖
斐
川
）、
津
屋
川
沿

い
の
堤
防
で
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宝
暦
五
年
、工
事
は
竣
工
し
ま
し
た
が
、平
田
靭
負

は
八
〇
余
名
の
藩
士
を
失
い
、巨
額
の
藩
費
を
費
や
し

た
責
任
を
と
り
、同

年
五
月
、本
小
屋
で

自
刃し
て
い
ま
す
。

養
老
町
の
根
古

地
と
浄
土
三
昧
に

は
犠
牲
者
二
四
人

が
埋
葬
さ
れ
、
天

照
寺
に
は
三
人
の

墓
と
二
七
人
の
位

牌
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
長
州
藩
御
手
伝
普
請
》

薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
は
近
世
史
上
最
大
級

牧
田
川
の
概
要

牧
田
川
は
揖
斐

川
の
支
川
。
鈴
鹿

山
脈
を
源
流
に
、

養
老
郡
上
石
津
町

一
之
瀬
橋
ま
で
の

約
二
一km
が
上
流

域
で
、
川
幅
は
狭

く
渓
流
と
な
っ
て

い
ま
す
。一
之
瀬
橋

か
ら
少
し
く
だ
っ

て
養
老
町
に
入
り

烏
江
ま
で
の
一
二
km

が
中
流
域
で
す
。

川
幅
は
一
五
ｍ
か

ら
三
〇
ｍ
と
広
く

な
り
ま
す
が
、普
段

は
川
に
水
が
な

く
、上
流
の
上
石
津

町
や
関
ケ
原
町
で

大
雨
が
降
れ
ば
急

激
に
水
嵩
は
増

え
、
水
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。牧
田
川
が
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
る
の
も
こ
の

ゆ
え
ん
か
ら
。
土
砂
の
堆
積
も
多
く
川
底
は
平
野
面
よ

り
高
く
天
井
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
烏
江
か

ら
船
附
を
経
て
養
老
町
大
巻
の
東
側
で
揖
斐
川
と
合
流

し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の
七
km
が
下
流
域
で
す
。
上
流

か
ら
押
し
流
さ
れ
た
土
砂
が
堆
積
し
、
川
幅
は
い
っ
そ

う
広
く
な
っ
て
蛇
行
し
て
い
ま
す
。

下
流
域
の
烏
江
、高
渕
付
近
で
は
、牧
田
川
に
杭
瀬

川
が
合
流
、さ
ら
に
金
草
川
、小
畑
川
も
合
流
す
る
箇
所

で
あ
り
な
が
ら
狭
削
部
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
た

め
、室
町
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
、自
然
堤
防
と
自
然
堤

防
と
の
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
し
て
人
工
の
堤
防
を
築

き
、川
の
流
れ
を
固
定
し
て
洪
水
の
害
を
防
ぐ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

養
老
町
の
工
事
と
し
て
は
、
牧
田
川
の
合
流
点
を

下
げ
て
流
水
を
よ
く
す
る
た
め
の
導
水
堤
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
工
事
は
そ
の
後
も
大
正
、
昭
和
へ

と
引
き
継
が
れ
て
、
現
在
で
も
各
河
川
で
改
修
工
事

は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か
ら
一
三
日

の
台
風
七
号
、
同
年
九
月
二
六
日
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
る
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
襲
い
、
大
打
撃
を
被
り

ま
し
た
。

《
昭
和
三
四
年
八
月
の
集
中
豪
雨
》

昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か
ら
一
三
日
に
か
け

て
、
活
発
な
前
線
活
動
と
台
風
七
号
の
北
上
、
接
近

に
伴
う
影
響
で
、
西
濃
地
方
は
四
百
〜
七
百
mm
に
達

す
る
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
揖
斐
上
流
部
で

も
連
続
雨
量
が
六
百
mm
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

揖
斐
川
及
び
牧
田
川
で
は
計
画
高
水
量
を
上
回
る
出

水
と
な
り
、一
三
日
二
〇
時
二
〇
分
、
養
老
町
根
古

地
地
内
の
牧
田
川
の
堤
防
約
一
二
〇
ｍ
が
決
壊
。多

芸
輪
中
二
千
六
百
ha
が
泥
海
と
な
り
、千
七
百
戸
の

農
家
を
は
じ

め
、約
二
千
ha
の

農
地
な
ど
が
一

瞬
に
し
て
水
没

し
ま
し
た
。
二

九
日
間
の
長
期

に
わ
た
っ
て
湛

水
し
て
い
ま
す
。

応
急
仮
締

切
と
湛
水
排
除

作
業
が
昼
夜
兼

行
で
行
な
わ

れ
、
全
湛
水
地

か
ら
水
が
引
い
た
の
は
九
月
一
〇
日
で
し
た
。

復
旧
状
況

昭
和
三
四
年

八
月
一
三
日
／
堤
防
決
壊

八
月
一
四
日
／
決
壊
拡
大
防
止
、
仮
締
切
用
資
材
収

集
、
上
流
側
に
中
聖
牛
一
基
沈
設

八
月
一
五
日
／
仮
締
切
着
工
、
中
聖
牛
及
び
猪
ノ
子

沈
設
、
浚
渫
船
で
土
砂
堆
積
、
土

運
搬
、
土
俵
積

八
月
三
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
一
五
ｍ
土
俵
積

九
月
二
〇
日
／
仮
締
切
完
了
、
天
端
通
行
開
始
、
引

続
き
復
旧
工
事
実
施

九
月
二
七
日
／
伊
勢
湾
台
風
で
再
び
決
壊

《
伊
勢
湾
台
風
》

伊
勢
湾
台

風
が
接
近
し

た
九
月
二
五

日
に
は
、
前

線
の
降
雨
に

よ
り
揖
斐
川

流
域
で
は一〇

〇
〜
一
五
〇mm

の
雨
が
降
り
、

台
風
が
上
陸

し
た
二
六
日

一
八
時
頃
よ

り
暴
風
を
伴

う
雨
が
降
り

始
め
、
揖
斐

川
及
び
根
尾
川
の
上
流
域
で
は
二
一
〜
二
二
時
に
か

け
て
一
時
間
に
七
〇
〜
九
〇mm
、一
八
時
か
ら
台
風
の

通
り
過
ぎ
去
っ
た
二
三
時
の
五
時
間
に
一
七
〇
〜
二

三
〇
mm
の
雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
牧
田
川
の
出
水
は
同
年
八
月
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
出
水
を
上
回
る
も
の
と
な
り
、
牧
田
川
烏

江
で
は
計
画
高
水
位
を
三
〇cm
も
上
回
る
ほ
ど
。
必

死
の
水
防
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
八
月
一
三
日
に
決

壊
し
た
根
古
地
地
先
の
牧
田
川
堤
防
の
、
仮
締
切
箇

所
が
再
び
延
長
一
四
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
決
壊
、
多
芸

輪
中
は
三
四
日
間
に
わ
た
っ
て
湛
水
し
ま
し
た
。

こ
の
仮
締
切
堤
防
は
従
来
の
堤
防
よ
り
堅
固
な
仮

の
工
事
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
水
害
を

根
絶
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
な
お
の

改
修
事
業
を
必
要

と
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
明
和
二
年

（
一
七
六
五
に
は
五

度
も
洪
水
が
あ
り
、
大
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
養
老
町
で
も
、
牧
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し
大
き
な
被

害
を
被
り
ま
し
た
。

そ
の
復
旧
工
事
の
た
め
、
幕
府
は
翌
三
年
、
長
州

藩
と
支
藩
岩
国
藩
に
「
濃
州
・
勢
州
御
普
請
御
手
伝
」

を
命
じ
ま
し
た
。

命
を
受
け
た
長
州
藩
で
は
総
奉
行
益
田
喜
次
郎
の

指
揮
の
も
と
、
総
勢
四
七
三
名
で
工
事
に
着
手
。
普
請

場
所
は
約
千
箇
所
、
総
延
長
は
二
八
〇
km
に
も
及
び
、

養
老
町
で
は
島
田
村
を
は
じ
め
一
七
か
村
で
普
請
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
御
手
伝
普
請
も
薩
摩
藩
士
の
工
事
と
同
じ
よ

う
に
多
数
の
長
州
藩
士
が
直
接
慣
れ
な
い
工
事
に
当

た
り
ま
し
た
が
、
そ
の
苦
労
は
想
像
を
超
え
る
も
の
。

ま
た
、
工
事
費
以
外
に
も
長
州
藩
士
の
滞
在
費
な
ど

の
経
費
は
か
さ
み
、
藩
の
財
政
は
逼
迫
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
御
手
伝
普
請
は
外
様
大
名
の
弱
体
化
を

図
る
こ
と
も
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
実

施
さ
れ
た
御
手
伝
普
請
か
ら
、
大
名
は
工
事
費
の
割

当
て
だ
け
の
お
金
の
供
出
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
四
年
の
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風

江
戸
時
代
の
大
規
模
な
治
水
事
業
に
よ
っ
て
も
こ

の
地
方
の
水
害
は
軽
減
す
る
こ
と
は
な
く
、
明
治
二

九
年
七
月
と
九
月
に
二
度
に
わ
た
る
大
水
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
窮
状
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の

規
模
で
し
た
。

こ
の
洪
水
の
後
、
揖
斐
川
の
出
水
が
牧
田
川
や
津

屋
川
へ
、
牧
田
川
の
出
水
が
小
畑
川
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

逆
流
し
被
害
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
、
明
治
時
代
に

は
木
曽
三
川
分
流
工
事
（
明
治
改
修
）、
木
曽
川
上

流
改
修
（
大
正
改
修
）
や
支
派
川
の
改
修
工
事
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
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牧
田
川
改
修
事
業
、そ
の
歴
史
と
道
の
り

AREA  REPORT 牧
田
川
は
、
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
、

毎
年
の
よ
う
に
水
害
を
引
き
起
こ
し
た
河
川
。

江
戸
時
代
に
は
、
宝
暦
治
水
や
長
州
藩
御
手
伝
普
請
な
ど
、

大
規
模
な
治
水
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
四
年
に
は
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風
が
二
度
直
撃
。

多
芸
輪
中
は
泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懸
命
の
復
旧
活
動
や
水
防
活
動
を
実
施
。

現
在
も
安
全
で
快
適
な
郷
土
を
目
指
し
て

河
川
改
修
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

佐
竹
直
次
郎
は
牧
田
川
改
修
工
事
に
貢
献
し
た

治
水
功
労
者
で
す
。
明
治
四
年
郡
上
郡
和
良
村
に

生
ま
れ
、
幼
少
の
折
り
、
養
老
町
高
田
の
佐
竹
嘉

七
の
養
子
と
な
り
、
岐
阜
中
学
へ
進
学
後
、
家
業

に
従
事
、
そ
の
利
発
さ
と
行
動
力
は
近
隣
で
も
定

評
で
し
た
。

高
田
町
会
議
員
や
県
議
会
議
員
、
県
議
会
議
長

を
経
て
、
昭
和
三
年
に
は
衆
議
院
議
員
に
。
私
利

私
欲
を
離
れ
地
方
産
業
開
発
や
治
水
に
全
人
生
を

傾
け
ま
し
た
。

特
に
牧
田
川
改
修
で
は
多
芸
輪
中
、
喜
多
輪
中

の
人
々
と
と
も
に
「
牧
田
川
下
流
改
修
促
進
会
」

を
結
成
し
、
政
府
及
び
県
当
局
に
働
き
か
け
て
、

大
正
一
〇
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
木
曽
川
上
流
改
修

並
び
に
牧
田
川
支
派
川
改
修
の
着
手
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

昭
和
二
一
年
、
直
次
郎
は
七
五
歳
で
生
涯
を
閉

じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
遺
志
は
受
け
継
が
れ
牧
田

川
改
修
工
事
は
継
続
、
昭
和
二
五
年
牧
田
川
、
杭

瀬
川
分
流
工
事
は
竣
工
し
ま
し
た
。

高
田
橋
の
た
も
と
に
は
氏
を
偲
ぶ
「
治
水
有
誉
」

の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
毎
年
九
月
一
日
に
は
偉

大
な
功
績
を
称
え
て
顕
彰
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
治
水
の
恩
人
、佐
竹
直
次
郎
》

佐竹直次郎翁之碑

決壊後の復旧工事

水没した家屋

昭和34年8月の集中豪雨の復旧工事

牧田川横堤と土砂溜（中流） 牧田川（下流）

益田喜次郎肖像
（山口県立図書館蔵）

薩摩義士役館跡

避難風景

六
五
七
戸
が
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
た
め
国
は
、平
成
二
年
度
牧
田
川
築
堤
護
岸
緊

急
復
旧
工
事
を
実
施
。
現
在
で
は
、明
治
期
の
堤
防
に

比
べ
て
お
お
む
ね
二
ｍ
位
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
養
老
町
史
』
通
史
編
上
・
下
巻
養
老
町
発
行

『
郷
土
の
治
水
ー
養
老
町
－
』

養
老
町
教
育
委
員
会
発
行

『
毎
日
新
聞
』

一
九
九
〇
九
月
二
〇
日
掲
載
記
事
よ
り

避難小屋（大巻の堤防上）



甘
美
な
香
り
漂
う
養
老
の
滝

Ｊ
Ｒ
大
垣
駅
で
近
鉄
養
老
線
に
乗
り
換
え
て
約
二

〇
分
。
瓦
葺
き
の
レ
ト
ロ
な
駅
を
で
る
と
、
霞
が
か

っ
た
空
の
下
、
二
宮
金
次
郎
に
似
た
親
孝
行
息
子
の

石
像
と
大
瓢
箪
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

養
老
町
と
い
え
ば
、
孝
子
伝
説
で
知
ら
れ
る
町
。

奈
良
時
代
の
親
孝
行
息
子
の
お
話
は
、
時
代
を
越
え

て
今
も
な
お
。
で
は
、
孝
子
説
話
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

む
か
し
、
山
あ
い
の
村
に
、
樵
の
親
子
が
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
早
く
に
妻
を
亡
く
し
、
男
手
一
つ
で

息
子
を
育
て
あ
げ
た
父
親
は
、
た
い
そ
う
な
働
き
者

で
し
た
が
、
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
床
に
つ
く
日

が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
父
親
の
楽
し
み
は
、息
子
を
相
手
に
飲
む

酒
。し
か
し
、
た
き
ぎ
は
思
う
よ
う
に
売
れ
ず
、
酒
ど

こ
ろ
か
、
二
人
が
食
べ
る
米
さ
え
事
欠
く
始
末
で
す
。

「
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
」

息
子
は
考
え
ご
と
を
し
な
が
ら
歩
く
う
ち
、
見
た

こ
と
も
な
い
滝
の
前
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

「
し
ま
っ
た
。
道
を
ま
ち
が
え
た
よ
う
だ
」

急
ぎ
帰
ろ
う
と
し
て
振
り
向
い
た
と
た
ん
、
岩
に

生
え
た
苔
に
足
を
す
べ
ら
せ
、
谷
へ
転
げ
落
ち
て
し

ま
っ
た
の
で
し
た
。

ど
れ
ほ
ど
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
冷
た
い
風
に
目

を
覚
ま
す
と
、
辺
り
一
面
に
は
甘
い
酒
の
香
り
。
見

れ
ば
、
岩
と
岩
と
の
間
か
ら
黄
金
を
溶
か
し
た
よ
う

な
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

息
子
は
そ
の
水
を
両
手
で
す
く
う
と
一
気
に
飲
み

干
し
ま
し
た
。

「
酒
だ
！
や
っ
ぱ
り
酒
だ
!!
こ
の
酒
を
持
ち
帰
っ
て

親
父
に
飲
ま
せ
て
や
ろ
う
」

息
子
は
腰
に
下
げ
て
い
た
瓢
箪
に
酒
を
満
た
す

と
、
大
急
ぎ
で
山
を
駆
け
お
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
父
親
は
大
喜
び
。
そ
れ
か
ら
は
、
瓢

箪
が
空
に
な
る
と
、
そ
の
泉
に
出
か
け
て
酒
を
汲
む

苔
む
し
た
岩
肌
か
ら
、

白
砂
の
よ
う
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
か
ぐ
わ
し
き
伝
説
の
水
。

梢
に
揺
れ
る
木
も
れ
日
は
、
甘
く
、
谷
川
を
染
め
上
げ
る
。

少
女
の
よ
う
に
頬
を
染
め
る
桜
の
蕾
は
、

爛
漫
の
時
を
予
感
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

霞
た
な
び
く
春
空
に
、
淡
い
稜
線
を
浮
か
べ
る
山
波
は
、

時
と
い
う
旅
人
を
、
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。

立
ち
ぞ
わ
づ
ら
ふ
美
濃
の
大
牧

こ
れ
は
、
薩
摩
藩
家
老
・
平
田
靭
負
の
辞
世
の
句
。

今
か
ら
約
二
五
〇
年
昔
、遠
い
薩
摩
の
国
を
離
れ
、
こ

の
美
濃
の
地
で
宝
暦
治
水
を
指
揮
し
た
奉
行
で
す
。

薩
摩
と
い
え
ば
、
気
候
も
温
暖
な
南
の
国
。
ま
し

て
木
曽
川
の
よ
う
な
大
河
は
な
く
、
彼
ら
が
は
じ
め

て
木
曽
川
を
眼
前
に
し
た
時
、「
ま
る
で
海
の
よ
う

だ
」
と
驚
い
た
の
も
無
理
の
な
い
話
で
す
。
そ
ん
な

薩
摩
義
士
が
遠
い
異
国
で
治
水
工
事
を
行
う
の
で
す

か
ら
、
そ
の
苦
労
は
並
大
抵
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
刀
を
も
つ
手
を
鍬
に
変
え
、
来
る
日
も
来
る
日

も
水
と
闘
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
平
田
靭
負
の
本
小

屋
が
置
か
れ
た
の
が
、
養
老
町
大
牧
の
庄
屋
鬼
頭
兵

内
宅
。
こ
こ
を
根
城
に
平
田
靭
負
は
資
金
や
資
材
の

調
達
に
奔
走
し
た
の
で
す
。

江
戸
幕
府
が
七
七
万
石
の
薩
摩
藩
に
御
手
伝
普
請

を
命
じ
た
の
は
、そ
の
強
大
な
勢
力
と
財
力
の
弱
体
化

を
狙
っ
た
も
の
。外
様
藩
の
雄
、薩
摩
藩
は
、関
ケ
原

の
合
戦
以
来
の
目
ざ
わ
り
な
存
在
だ
っ

た
の
で
す
。

平
田
靭
負
は
藩
の
金
を
使
っ
て
の
大

規
模
工
事
の
指
揮
官
に
任
命
さ
れ
た
の

で
す
か
ら
、
そ
の
心
労
は
押
し
て
知
る

べ
し
。
工
事
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
宝
暦

し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
、

荒
川
修
作
の
意

匠
。
バ
ラ
ン
ス

が
失
わ
れ
た
身

体
が
、ヨ
チ
ヨ
チ

歩
き
の
赤
ち
ゃ

ん
の
よ
う
な
状

態
に
戻
る
こ
と

で
感
じ
と
る
意

識
。
そ
の
意
識

を
知
る
こ
と

で
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

「
精
緻
の
棟
」「
宿
命
の
家
」「
地
霊
」「
陥
入
膜

の
径
」「
運
動
路
」「
も
の
の
あ
わ
れ
変
容
器
」
な
ど

な
ど
、
養
老
天
命
反
転
地
の
み
ど
こ
ろ
は
、そ
の
ネ
イ

ミ
ン
グ
か
ら
し
て
哲
学
的
。新
た
な
サ
ー
バ
ー
社
会

が
出
現
し
よ
う
と
す
る
今
日
、養
老
天
命
反
転
地
を

歩
き
回
れ
ば
、新
し
い
自
分
、新
し
い
発
想
、そ
し
て

新
し
い
価
値
観
が
見
つ
か
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

時
の
流
れ
を
見
つ
め
る
薩
摩
義
士
役
館
跡

住
み
な
れ
し
里
も
今
更
名
残
に
て

オ
ー
プ
ン
は
平
成
七
年
秋
。
養
老
公
園
の
一
角
に
、

常
識
や
道
徳
、
運
命
を
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
、
異
色
の
空
間
が
出
現
し
た
の
で
す
。
つ
く

っ
た
の
は
世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
荒
川
修
作
と
そ
の

夫
人
で
詩
人
の
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
。
こ
こ
は
単
な
る

公
園
で
は
な
く
、
彼
ら
二
人
の
手
に
よ
る
巨
大
な
芸

術
作
品
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

養
老
天
命
反
転
地
の
面
積
は
約
一
万
八
千
m2
。
起
伏

の
あ
る
巨
大
な
す
り
鉢
状
を
し
た
窪
地
で
、
平
ら
な
場

所
が
一
つ
も
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

ど
こ
を
ど
う
歩
き
回
る
か
は
そ
の
人
次
第
で
す
。
た

だ
し
、
手
を
使
わ
な
け
れ
ば
登
れ
そ
う
も
な
い
急
な

坂
道
や
斜
面
ば
か
り
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
に
慣

れ
切
っ
た
都
会
人
は
、
と
に
か
く
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

常
に
気
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
転
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
。
そ
こ
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
列
島
が
横

た
わ
り
、
こ
れ
に
重
な
り
合
い
な
が
ら
、
半
球
状
の

小
山
と
窪
み
が
対
を
な
し
て
点
在
し
、
迷
路
の
よ
う

な
回
遊
路
が
張

り
め
ぐ
ら
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
迷
路

を
ぐ
る
ぐ
る
と

歩
き
回
っ
て
い

る
と
、
や
が
て

東
側
の「
極
限
で

似
る
も
の
の
家
」

と
い
う
不
思
議

な
建
物
に
出
会

い
ま
す
。
岐
阜

県
の
形
を
し
た

屋
根
が
特
徴
の
建
物
の
内
部
は
、
や
は
り
迷
路
の
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
ど
こ
か
ら
で
も
出
入
り
が
で
き

る
と
い
う
も
の
。
茶
色
に
塗
ら
れ
た
天
井
に
目
を
向

け
れ
ば
、
一
階
部

分
を
そ
の
ま
ま

反
転
し
た
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
場
所
に

あ
る
べ
き
も
の
は

な
く
、
思
い
も
か

け
ぬ
場
所
に
出
現

す
る
何
か
…
。

天
と
地
が
ま

さ
に
倒
錯
し
た
世

界
に
た
た
ず
め

ば
、
三
半
規
管
は

思
わ
ず
グ
ラ
リ
。

完
全
に
平
衡
感
覚

は
失
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
感
じ
て
い

た
固
定
概
念
や
日

常
は
、
バ
ッ
サ
リ

と
打
ち
砕
か
れ
て

養・老・町・の・歳・時・記

◆ 養老公園花と緑のまつり ◆

－３月21日（土）～５月31日（日）－
養老公園は総面積78.6ｈａの都市公園です。公園内には、

養老の滝や名水百選に指定された菊水泉をはじめ、由緒ある
神社・仏閣、史跡などがあります。また、養老天命反転地や
こどもの国やキャンプセンタ－、パ－クゴルフ場などの施設
も点在。養老公園の花と緑のまつりは３月21日から。４月初
旬には、滝谷沿いに植えられたソメイヨシノが咲き競い、多
くの観光客でにぎわいます。

◆高田祭・愛宕神社春の例祭◆
－５月16日（土）・17日（日）－

養老町を代表する
春のお祭り。当日は、
東町の林和靖車山、下
川原町の神楽獅子車山、
西町の猩々車山の三輌
が、歴史絵巻さなが
らに高田商店街を巡
行します。中でも必
見は舞い踊るからく
り人形。そのあでや
かで華麗な仕草に、
思わず感嘆のため息
がこぼれます。

気ままにJOURNEY
時
代
か
ら
次
代
へ
。
語
り
継
が
れ
る
養
老
ス
ト
ー
リ
ー
。

日
々
で
し
た
。

す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、
弱
っ
て
い
た
父
親
は

元
気
を
取
り
戻
し
、
真
っ
白
だ
っ
た
髪
ま
で
が
黒
々

と
し
は
じ
め
た
の
で
し
た
。
美
濃
の
国
に
不
老
不
死

の
泉
が
湧
く
と
い
う
う
わ
さ
は
た
ち
ま
ち
都
ま
で
伝

わ
り
、
帝
み
ず
か
ら
そ
の
泉
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

若
返
り
の
泉
は
、
都
人
に
も
効
能
を
発
揮
し
た
の

で
し
ょ
う
。
帝
は
老
い
を
養
う
泉
に
あ
や
か
っ
て
、

年
号
を
「
養
老
」
と
改
め
ま
し
た
。

養
老
元
年
・
西
暦
七
一
七
年
。
ま
だ
、
奈
良
の
大

仏
さ
ま
も
生
ま
れ
て
い
な
い
、
む
か
し
む
か
し
の
物

語
で
す
。

白
砂
の
よ
う
に
か
ぐ
わ
し
き
飛
沫
を
あ
げ
る
伝
説

の
滝
は
、
巨
岩
老
樹
の
生
い
茂
る
養
老
公
園
の
北
端
。

開
花
の
時
を
待
つ
桜
の
森
の
中
で
、
今
も
な
お
、
甘

美
な
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

新
し
い
世
界
に
出
会
う
養
老
天
命
反
転
地

養
老
の
滝
が
奈
良
の
世
の
伝
説
の
地
な
ら
、
養
老

天
命
反
転
地
は
平
成
の
世
の
伝
説
の
始
ま
り
で
す
。

今
ま
で
に
予
想
も
つ
か
な
か
っ
た
風
景
や
い
ろ
い
ろ

な
出
来
事
に
出
会
う
場
で
も
あ
り
、
自
然
と
は
異
な

っ
た
経
験
が
生
ま
れ
る
地
で
も
あ
り
ま
す
。

気
ま
ま
にJOURNEY

6

気
ま
ま
にJOURNEY

5

五
年
（
一
七
五
五
）
五
月
二
五
日
早
朝
、
白
装
束
で

身
を
清
め
、
殿
様
か
ら
い
た
だ
い
た
刀
で
自
害
し
た

の
で
し
た
。
薩
摩
藩
の
財
政
を
逼
迫
さ
せ
た
多
額
の

工
事
費
と
八
〇
余
名
の
犠
牲
者
の
責
任
を
と
っ
て
の

自
刃
で
し
た
。
靭
負
は
き
っ
と
、
工
事
に
着
任
し
た

日
か
ら
、
最
後
の
時
を
覚
悟
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

美
濃
の
地
で
五
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
靭
負
の
無

念
。
今
で
こ
そ
美
濃
各
地
で
称
え
ら
れ
、
祀
ら
れ
る

靭
負
も
、
江
戸
と
い
う
時
代
の
犠
牲
者
で
す
。
対
面

を
何
よ
り
も
美
徳
と
す
る
時
代
に
、
非
業
の
殉
死
は

評
価
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
京
都
の
大
黒

寺
に
葬
ら
れ
た
の
で
し
た
。

打
た
れ
強
く
、
辛
抱
強
い
薩
摩
人
気
質
。
こ
う
し

た
靭
負
の
意
志
と
生
涯
は
、
大
久
保
利
通
や
西
郷
隆

盛
ら
に
、
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
政
奉
還
を
成
し
遂
げ
た
反
骨
の
薩
摩
藩
士
は
、

明
治
と
い
う
開
明
の
時
期
を
迎
え
、
一
躍
、
歴
史
の

舞
台
に
躍
り
出
た
の
で
し
た
。

心のテーマパーク　養老天命反転地　

●公共交通機関利用●
新幹線岐阜羽島駅から…………25分
近鉄大垣駅から…………………25分
桑名駅から…………………45分
（養老駅下車徒歩15分）
名神大垣I.C.から…………20分
関ケ原I.C.から………20分
東名阪桑名東I.C.から…50分

薩摩工事
役館跡

岐阜県こどもの国

国
道
2
5
8
号
線

揖
斐
川

東海道本線

養老キャンプ
センター

養 老 町 行 事

■養老公園花と緑のまつり…………………３月２１日（土）～５月３１日（日）
■薩摩義士春の顕彰祭（大巻の役館跡）…………………４月１０日（金）
■高田祭り・愛宕神社春の例祭………………５月１６日（土）・１７日（日）
■養老の滝開き式（養老の滝前広場）……………………７月１日（水）
■養老公園納涼滝まつり …………………７月１日（水）～８月３１日（月）
■薩摩義士慰霊法要（根古地の浄土三昧）………………８月１３日（木）
■佐竹直太郎翁顕彰祭（牧田川の高田橋西詰めの顕彰碑前）……９月１日（火）
■全国スポレク祭・バウンドテニス大会（養老町総合体育館）…１０月３日（土）～５日（月）
■秋の養老園遊会（養老公園）………………………………１０月下旬
■美術展／菊花展・合唱祭・華道展・吹奏楽祭等同時開催（養老町民会館・公民会館）…１０月下旬～１１月上旬
■’98産業ふれあいフェア（養老町中央公園など）…………１1月上旬

極限で似るものの家
岐阜県の形をしたこの大きな建物の中を自由に歩き回ってみよう。反転してこの家の中
で、いつもと違う自分を発見できるよ。

栗笠獅子舞

高田車山

平田靱負翁像

室原
人形浄瑠璃

養老の滝

決壊口の碑

養老天命反転地

東海道新幹線

名神高速道路

近
鉄
養
老
線

宿命の家
廃墟のようなこの場所をさまよってみよう。気がつけば、きみは異星人。

多目的ホール（記念館）
迷路のように突き出した様々な高さの壁に腰掛けたり、もたれたりしな
がらハイビジョン映像を観賞できます。

地霊
暗がりのこの部屋では、手さぐりしながら進まなきゃいけないよ。
バランスをよく考えて歩いてみよう。

陥入膜
目を閉じて何度も通りぬけてみよう。きっと何かに気づくはず。

精緻の棟
ここから楕円形のフィールドが一望できるよ。バランスを取りながら、そして
自分の位置を確かめながら、自由に歩いてみよう。

大垣駅

烏江駅

美濃高田駅

養老駅



上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
奈

良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六
五
km
／h
の
ス
ピ
ー
ド

で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
、

名
古
屋
市
南
部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し

て
、
翌
二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た
め
、
南
南
東

の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥
へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し

か
も
海
面
そ
の
も
の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て

高
く
な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速
は
図

の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南
東
の
風
が
次
第

に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃
よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、

一
七
時
ま
で
一
〇
ｍ
／ｓ
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と
も
に

次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は
最
高
風
速
三
七

ｍ
／ｓ
（
南
南
東
）
を
示
し
ま
し
た
。
一
方
気
圧
も
同

歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

78

伊勢湾台風�

第二編�

特
集�

被
災
者
一
二
〇
万
人

深
い
傷
跡
を
残
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
被
害

歴史ドキュメント

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
。

超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
伊
勢
湾
一
帯
に
悪
夢
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

高
潮
に
呑
み
込
ま
れ
る
家
屋
、
洪
水
に
押
し
流
さ
れ
る
お
び
た
だ
し
い
流
木
…
。

激
し
い
風
雨
は
退
路
を
断
ち
、
被
災
者
は
約
一
二
〇
万
人
。

伊
勢
湾
台
風
第
二
編
で
は
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
と
そ
の
状
況
を
中
心
に
特
集
し
ま
す
。

最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、
風
と
気
圧

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方
か
ら
紀

伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
最
大
風
速
は
五

〇
ｍ
／ｓ
。
風
速
二
五
ｍ
／ｓ
以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五

〇
km
で
、一
八
時
一
三
分
、潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九．

五
mb
を
観
測
。
東
海
地
方
で
は
、三
〇
ｍ
／ｓ
内
外
の

暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

時
刻
前
に
最
低
と
な
り
、
九
五
八．
五
mb
を
記

録
。
そ
の
後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風

向
き
は
西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時
刻

は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、二
一
時

三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三．
八
九
ｍ
を
観
測
。

こ
れ
は
推
算
潮
位
よ
り
三．
五
五
ｍ
高
く
、又
、

大
正
一
〇
年
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高
潮
位

Ｔ
Ｐ
二．
九
七
ｍ
を
約
九
〇
cm
も
上
回
る
記
録

的
な
値
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低
さ
、

台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条
件
が
重

な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
異
常
潮
位
と
二
〜
三
ｍ
に
も
及

ぶ
波
浪
の
た
め
に
、
特
に
四
日
市
か
ら
名
古
屋
南

部
に
か
け
て
の
伊
勢
湾
一
帯
の
海
岸
堤
防
及
び
河

川
の
河
口
部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、

沿
岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の
泥
海

と
化
し
ま
し
た
。

当
時
の
堤
防
は
、そ
れ
ま
で
最
大
被
害
を
も
た
ら

し
た
昭
和
二
八
年
の一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、

一
三
号
台
風
と

は
比
べ
も
の
に
は

な
ら
な
い
大
型

台
風
の
直
撃
を

受
け
て
、
各
地
の

堤
防
は
寸
断
さ

れ
ま
し
た
。

干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部
一
帯
は

海
抜
〇
ｍ
〜
〇．
五
ｍ
の
低
湿
地
で
、
約
三
百
年
前
ま

で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
活
発
に

新
田
開
発
が
行
わ
れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸

地
帯
の
干
拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再
び
、

泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の
南
部
五
区
（
南
・

港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞
穂
）。
名
古
屋
市
の
死
者
は

県
下
の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最
も
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚
地
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ
る
伊
勢
湾

沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、
洪
水
に
よ
る
河
川
堤

防
の
決
壊
で
す
。
そ
の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木

場
か
ら
激
流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

台
風
が
接
近
し

た
二
五
日
に
は
本

邦
の
大
部
分
に
前

線
に
よ
る
降
雨
が

あ
り
、
特
に
同
日

夕
刻
か
ら
二
六
日

未
明
に
か
け
て
、

揖
斐
川
上
流
部
、

長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜

四
〇
mm
の
強
い
雨

が
降
り
ま
し
た
。

こ
の
雨
は
二
六
日

昼
に
は
い
っ
た
ん
お
さ
ま
っ
た
も
の
の
、
台
風
上
陸

の
一
八
時
頃
よ
り
暴
風
を
伴
う
強
い
雨
が
降
り
始

め
、
台
風
が
急
速
度
で
木
曽
三
川
流
域
を
通
過
し
た

た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が
当
流
域
を
襲
い

ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い
と
い
う
ほ
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
短
時
間
に
集
中
し
て

降
っ
た
た
め
に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、
既
往
最
高
水

位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域
で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ

を
越
え
る
大
出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖
斐
川
の
支
川

牧
田
川
の
烏
江
で
は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇

し
、
二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越
え
ま

し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の
破
堤
が
な
か
っ
た

ら
、
さ
ら
に
高
い
水
位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で

参
考
文
献

『
木
曽
三
川
高
潮
対
策
事
業
／
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
発
行

『
輪
中
と
高
潮
ー
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』

伊
藤
重
信
編
著
三
重
郷
土
資
料
刊
行
会
刊

『
伊
勢
湾
台
風
３
〇
年
』

伊
勢
湾
台
風
３
〇
年
事
業
実
行
委
員
会

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』
建
設
省

溢
水
、
破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

長
良
川
の
忠
節
で
は
二
三
時
よ
り
、
水
位
は
一
時

間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm
の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七

日
五
時
、
最
高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い

ま
す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明
治
二
九

年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直
轄
区
域
外
の
芥
見

を
は
じ
め
と
し
た
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
km
上
流
の
船

頭
平
（
船
頭
平
閘
門
）
で
は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高

潮
に
よ
っ
て
水
位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五．
五
ｍ

と
な
り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ
の
後

洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最
高
水
位
は
五．

七
ｍ
に
達
し
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
船
頭
平
で
は
高
潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、

二
一
時
三
〇
分
、
最
高
潮
位
五．
七
四
ｍ
に
達
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五．
一
二
ｍ

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河
口
部
の
横

満
蔵
で
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風
が
伊
勢

湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
最
大
瞬
間

風
速
は
愛
知
・
三
重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の

南
部
平
野
で
は
四
〇
ｍ
／ｓ
以
上
、
愛
知
県
の
平
野

部
、
三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五
〇

ｍ
／ｓ
以
上
に
達

し
、
気
象
庁
の

正
式
記
録
で
は

あ
り
ま
せ
ん

が
、
愛
知
県
渥

美
半
島
・
矢
作

川
流
域
・
小
牧

付
近
で
は
、
六

〇
ｍ
／ｓ
以
上
の

驚
異
的
な
風
速

を
記
録
し
て
い

ま
す
。

数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇
箇
所
に
わ
た
る

決
壊
は
、
三
万
ha
以
上
の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害

を
も
た
ら
し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
km
以
上
離
れ

た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
浸
水
被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、

大
小
の
河
川
及
び
そ
の
支
川
や
運
河
が
内
陸
部
に
ま

で
通
じ
て
い
た
た
め
、
各
河
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で
は
、
最
高
一
二

〇
日
に
達
し
た
地
区
も
あ
り
、長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、

病
院
や
学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能
の
喪

失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死
な
ど
直
接
的
被
害

や
多
く
の
間
接
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を

含
め
る
と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し
ま
し

た
。そ

の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
た
人
々
の
心
労
に
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り
で
、

空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い
つ
ま
で
も
乾
か

ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子
供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏
や
か
な
生
活
に

戻
る
ま
で
に
は
、
長
い
時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の

で
し
た
。

延々と続く流失家屋の残骸
（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

根こそぎ破壊された海岸堤
（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

墓地も海の底（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

堤防もろとも崩れ落ちる家屋
（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

水没でマヒ状態に入った名古屋市南区
（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

孤立して救援を求める被災者(長島町)
（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

伊勢湾台風および13号台風（昭和28年）の経路図
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風力�

SSE

958.5mb（21時27分）�

37M／S（22時00分）�

5.31（T.P3.81）21時35分�

台風13号　2.33

愛
　
知
　
県�

名 古 屋 市�

津　島　市�

海　部　郡�

知　多　郡�

常　滑　市�

半　田　市�

桑　名　郡�

桑　名　市�

三　重　郡�

四日市市�

鈴　鹿　市�

合　　　　計�

三
　
重
　
県�

（中川区・港区・南区）�

県市郡別� 種　　別� 死　　者�

1,851人�

1人�

487人�

216人�

12人�

290人�

1,353人�

197人�

340人�

113人�

10人�

4,870人�

行方不明�

58人�

0人�

25人�

2人�

0人�

0人�

69人�

5人�

8人�

2人�

0人�

169人�

負  傷  者�

40,528人�

1,336人�

5,222人�

1,628人�

348人�

664人�

2,071人�

1,531人�

589人�

2,150人�

36人�

56,103人�

住宅被害�

118,324戸�

1,226戸�

12,843戸�

16,460戸�

4,932戸�

9,511戸�

4,382戸�

7,972戸�

4,086戸�

22,031戸�

3,039戸�

204,806戸�

愛　知　県�

三　重　県�

岐　阜　県�

合　　　計�

土　　木�

37,202,258

29,069,417

3,739,811

70,011,486

農　　地�

15,211,881

5,820,191

530,978

21,563,050

農 林 水 産�

41,384,213

28,968,370

13,261,834

83,614,417

商　　工�

65,177,793

32,718,000

9,716,200

107,611,993

住　　宅�

146,990,039

80,667,170

19,943,386

247,600,595

そ の 他�

16,393,738

5,364,697

2,139,259

23,897,694

合　　計�

322,359,922
182,607,845

49,331,468

554,299,235

千円�

木曽川堤の破堤状況（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

被害額

伊勢湾台風・名古屋港潮位記録と気圧の推移



詰
め
た
カ
マ
ス
の
土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持

ち
去
ら
れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題
と

判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動
を
中
止
し
、

各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難
さ
せ
る
た
め
付
近
の
人

た
ち
に
も
避
難
す
る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八

方
詰
所
に
引
き
揚
げ
る
。

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団
員
で
一

杯
だ
っ
た
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局
電
が
あ
っ
た
。

早
速
、「
堤
防
決
壊
も
時
間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部

に
現
地
の
状
況
を
報
告
、緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ

よ
う
連
絡
し
た
が
、台
風
に
よ
る
障
害
か
電
話
の
応

答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得
な
い
が「
何
、堤

防
が
き
れ
る
…
そ
ん
な
馬
鹿
な
」と
半
信
半
疑
の
よ

う
だ
。そ
の
内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ
け
た
懐

中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま
で
引
き
返
す
決

意
を
し
た
。「
お
ー
い
、支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」と
大
声

で
叫
ぶ
と
消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の
高
台
へ
避

難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は
ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り

な
が
ら
小
走
り
に
走
る
。

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ
た
時
、異
常

な
有
様
に
驚
い
た
。台
風
に
よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防

を
超
え
、堤
防
上
を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、

堤
防
の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始
め
て

い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
や

っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊
曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業

倉
庫
付
近
に
た
ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て

い
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ
て
自

動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。四
、五
人
で
起
こ
そ
う

と
し
た
が
、び
く
と
も
動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る

内
に
堤
防
の
高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来

る
と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な
る
、
子
供

は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ

た
農
業
倉
庫
や
民
家
に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん

だ
。皆

の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た
高
波
で
体

が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気
に
堤
防
下
へ
押
し
流

さ
れ
、
駐
在
所
の
家
に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出

来
た
。
駐
在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂

か
ん
ぬ
きだ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂

か
ん
ぬ
きを
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き
這
い
登
ろ

う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
瀧
の
よ
う
な
海
水
が
流

伊
勢
湾
台
風
の
体
験

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風

は
古
今
未
曾
有
の
強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、

五
千
名
に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同
時
に
怒

涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑
み
込
ん
で
行
っ

た
。当
日
の
夜
の
最
も
凄
ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四

〇
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌

ま
わ
し
い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と
数
名
の
行

方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋
の
全
壊
、
倒
半
壊
、

流
失
と
お
び
た
だ
し
い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の

災
害
に
よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺
族

で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進
路
等
に
つ
い

て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記
録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
も
あ
り
省
略
致
し
ま
す
。

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
対
策
本
部

が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長
他
幹
部
職
員
な
ら
び

担
当
職
員
と
消
防
団
長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等

は
役
場
に
出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防
警
戒
に
当

た
り
ま
し
た
。

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動
す
る
消
防

団(

水
防
活
動
に
従
事
す
る
水
防
団)

の
要
請
す
る
水

防
資
材
の
確
保
と
資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が

任
務
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
、

警
戒
現
場
地
域

か
ら
伝
達
さ
れ

る
各
分
団
の
情

報
を
本
部
に
報

告
す
る
こ
と
と

消
防
団
に
対
す

る
対
策
本
部
か

ら
の
水
防
活
動

を
指
示
連
絡
す

る
こ
と
が
、
私

に
課
せ
ら
れ
た

任
務
で
し
た
。

台
風
の
上
陸
が
ラ
ジ
オ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴
風
雨
は
益
々
強
く
な
り
、
南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ
け
る
よ
う
に
吹
き
つ
け
る
波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川
堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス
と
藁
縄
の
補

給
要
請
が
あ
っ
て
、
普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る

道
の
り
を
強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶

そ

だ

」

(

猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の)

が
道
路
上
に
ご

ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の
オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型

ト
ラ
ッ
ク
の
ト
ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り

除
き
な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
ト
ラ

ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三
輪
車
は
エ
ン
ジ

ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま
ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
一
時
間
三
〇
分
の
時
間
を
要
し
た
。

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た
が
、
現
地
で

は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を

が
異
様
な
く
ら
い
カ
チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生

懸
命
も
が
き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ
か
ま
る
も

の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ
た
の
は
こ
わ
れ
た
家

の
外
張
り
囲
い
板
の
よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗

せ
て
も
沈
む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ
て
、
五
人
が
輪
に
な
っ

て
勢
い
よ
く
流
さ
れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ
た

と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ
う
だ
っ
た
。

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、五
人
は
ば
ら
ば
ら

に
散
っ
て
い
た
。水
の
流
が
れ
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、大
き
な
声
で「
お
ー
い
」と
怒
鳴
っ
た
。か
す
か

に「
お
ー
い
」と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た
が
、再
び
人

に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、大
き
な
角
材
に
掴
ま
り

何
処
と
も
な
く
流
れ
る
。雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴

だ
っ
た
の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て
た
。

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随
分
長
い
時

間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の
強
い
風
に
吹
き
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
流
れ
て
い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引

っ
掛
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い
た
。
や
が

て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い
た
家
が
流
れ
て
行
く

よ
う
に
見
え
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ
い
次
か
ら
次
へ
と

吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び
出
し
た
釘

に
気
を
付
け
な

が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻

る
。
窓
と
お
ぼ

し
き
辺
り
を
コ

ン
コ
ン
と
た
た

く
と
中
か
ら
窓

を
開
け
て
、ず

ぶ
濡
れ
の
私
を

天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て

も
ら
っ
た
。濁

れ
込
み
這
い
上

が
る
事
が
出
来

な
い
。
水
の
少

な
い
方
へ
近

づ
く
と
松
の

木
に
ト
タ
ン

屋
根
が
引
き

か
か
り
、そ
こ

だ
け
は
堤
防

か
ら
流
れ
落

ち
る
水
も
少

な
く
と
っ
さ

の
思
い
つ
き
で

「
そ
う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ
う
」

と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木
を
登
り
始
め

た
。あ

る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の
で
「
誰
だ
」

と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場
だ
」
と
答
え
る
。
最
上

部
に
は
森
良
一
君
が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ

ク
で
一
緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。「
え

ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な
が
ら
消
防
団
員

等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を
持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹

き
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風
は
益
々
激

し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な
地
響
き
と
同
時
に
堤

防
が
動
い
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如

く
一
気
に
崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押
し
倒
す
よ

う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、

あ
の
倉
庫
の
中
に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

に
と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議
と
時
折

稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と
光
り
、
暗
闇
の
中

で
も
流
れ
込
む
海
水
の
勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ

う
な
気
が
し
た
。

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足
元
に
近
づ

く
。「
ロ
ー
プ
を
解
け
」こ
の
ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る

と
駐
在
所
の
屋
根
に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え

た
。
松
の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。一
、
二
、三
、「
そ

れ
」と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛
び
降
り
た
が
、そ
の
家

も
一
緒
に
屋
根
か
ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
。
水
の

中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で
石
の
ぶ
ち
当
た
る
音

流
の
中
を
流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い
た
。
自
分
一

人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に
残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う

な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

祈
る
の
み
で
あ
る
。助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東
福
豊
の

浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部
落
の
顔
見
知
り
の

人
で
あ
り
、出
動
以
来
の
説
明
を
し
た
。台
風
も
過
ぎ

去
り
静
か
に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並
み
が
す
っ

か
り
流
失
し
て
、月
明
か
り
に
も
遠
く
四
日
市
市
の
方

が
見
え
る
で
は
な
い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の

か
、家
族
は
と
、胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚
え
た
。空

を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝
き
、辺
り
の
水
面
は
き

ら
き
ら
と
何
事
も
無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

一
夜
明
け
て
、あ
た
り
は
倒
壊
流
失
し
た
家
屋
の
流

木
や
木
製
家
具
等
吹
き
溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。流
木

を
足
場
に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、堤
防
は

あ
と
一m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち
つ
け
る
波
に
下
ま
で

洗
い
流
さ
れ
て
い
た
。残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は

飛
び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切
れ
か
け
た
処
は
破
壊
家

屋
の
流
材
木
が
一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、長
兄
の
自
宅
前
を
通
り
か
か
る
と

私
を
呼
び
止
め
て
、私
の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い

か
と
見
廻
り
に
行
っ
た
が
、私
の
妻
と
次
男
が
行
方
知

れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。私
は
が
っ
く
り
と
し
た
が

気
を
取
り
直
し
何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何

処
か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ
た
。

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年
生
の
長
男

が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ

た
時
、家
財
と
共
に
放
り
出
さ
れ
、五
〇m
程
は
な
れ

た
近
所
の
屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も

寒
さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の
人
に

助
け
ら
れ
た
。奇
跡
に
近
い
運
の
強
い
子
で
あ
っ
た
。

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の
部
分
が

せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二
階
に
居
れ
ば
助

か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽
き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、

恐
ろ
し
さ
に
震
え
な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途

方
に
暮
れ
て
い
た
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ
問

い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

災
害
復
旧
に
始
ま
る

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
鍋
、釜
、食
器
類
を
か
き
集
め
た
り
、
近
所
隣
で

食
べ
物
を
分
か
ち
合
って
当
座
は
済
ん
だ
。そ
の
う
ち

近
郷
近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届
け
ら

れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員
し
て
遺
体

の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と
な
く
大
人
は
交
替
で

そ
の
仕
事
か
ら
始
ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴

で
温
度
も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま
れ

て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣
さ
れ
、
私
と

支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認
を
取
り
な
が
ら
検
死
の

済
ん
だ
調
書
作
成
の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発
令
さ
れ
被

災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体
の
回
収
や
道
路
上
の

障
害
物
の
除
去
、飲
料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防

の
消
毒
開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所
収

容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ
海
と
空
か
ら

避
難
し
た
。引
き
続
き
高
田
本
山
へ
避
難
す
る
者
も

あ
っ
た
。又
、小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港

よ
り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避
難
。一〇

月
一四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校
の
学
童
は
鈴
鹿
電
通

学
園
よ
り
津
市
水
産
大
学
に
移
転
避
難
し
た
。

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分
や
配
送
に

自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協
力
を
得
た
。
堤
防
の

仮
し
め
切
り
工
事
が
始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と

な
く
夜
と
な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶

そ

だ

造
り
や
石
運
び
に
精
励
し
一
生
懸
命

働
い
て
く
れ
た
。

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力
貢
献
戴
い

た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
心
か
ら
敬
意

警
戒
の
最
前
線
で

TA
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K
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L

K

TA
L

K
&
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L

K

910

TALK＆TALK

長島町町長 伊藤 仙七
プロフィール
大正12年9月14日生
零戦パイロットとして終戦を迎え、昭和21年7月伊曽

島村役場に就職。昭和31年町村合併により長島町役場総
務課消防係として伊勢湾台風を体験。
昭和51年助役に、昭和54年4月に町長に初当選、連続5

期当選、現在に至る。
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警戒現場�

浅井勇宅�

導
流
堤�

N

凡　　　　例�

堤 防 決 壊 箇 所�

堤防大破（決壊寸前）�

災害復旧工事には、婦人の姿も見られ総動員で行なわれた。
〈中日日本新聞社提供〉

揖斐川左岸白鶏附近

伊勢湾台風被害状況図　長島町略図

倒壊寸前の民家（殿名地区）

木曽川堀添いを望む-50戸余全部流失の跡（松東地区）



話
の
小
箱�
民�

養
老
町
の
南
端
に
あ
る
釜
段
輪
中
は
、

釜
段
と
駒
野
新
田
の
二
村
か
ら
な
る
輪
中
で
す
。

輪
中
の
開
発
は
江
戸
初
期
の
明
暦
四
年（
一
六
五
八
）
の
こ
と
。

尾
張
藩
士
藤
田
大
学
の
子
、
藤
田
半
入（
別
名
、
半
斎
）が
高
須
藩
に
願
い
出
て
、

開
発
は
始
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
釜
段
は
津
屋
川
と
揖
斐
川
の
合
流
点
に
近
く
、

こ
の
地
方
で
も
最
も
低
い
と
こ
ろ
。

池
や
沼
も
多
い
こ
と
か
ら
、
工
事
は
難
儀
を
き
わ
め
ま
し
た
。

中
で
も
、
津
屋
川
堤
防
の
一
か
所
は
、

幾
度
堤
防
を
築
い
て
も
洪
水
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
始
末
。

こ
れ
で
は
、
多
額
の
費
用
と
人
々
の
労
苦
を
か
け
た
工
事
も
、

水
の
泡
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

困
っ
た
人
々
は
、
村
の
古
老
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
こ
の
場
所
は
、
昔
か
ら
白
竜
さ
ま
が
住
む
神
聖
な
場
所
じ
ゃ
。

堤
防
の
工
事
が
失
敗
ば
か
り
す
る
の
は
、

白
竜
さ
ま
の
た
た
り
に
ち
が
い
な
い
。

工
事
を
す
み
や
か
に
進
め
た
く
ば
、

神
仏
の
ご
加
護
に
す
が
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
人
々
は
、
こ
の
地
が
生
ん
だ
刀
匠
、
志
津
三
郎
の
名
刀
と

経
本
を
川
に
沈
め
て
工
事
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

立
派
な
堤
防
が
完
成
し
、
大
雨
で
川
が
暴
れ
て
も
、

洪
水
は
堤
防
を
越
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
こ
れ
も
神
仏
の
ご
加
護
に
ち
が
い
な
い
。

あ
り
が
た
い
こ
と
じ
ゃ
。
白
竜
さ
ま
の
祠
を
た
て
て
、

霊
を
祀
ら
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
罰
が
あ
た
ろ
う
ぞ
」

輪
中
の
完
成
を
喜
ん
だ
人
々
は
、

堤
防
の
付
近
に
「
白
竜
神
社
」
を
建
て
て
、

白
竜
さ
ま
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
堤
防
の
場
所
に
は
、

さ
い
か
ち
の
木
と
大
き
な
松
の
木
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

人
々
は
い
つ
か
ら
と
な
く
こ
の
地
を

「
さ
い
か
ち
さ
ん
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
の
釜
段
輪
中
の
水
田
の
ほ
と
ん
ど
は
、
掘
上
田

ほ
り
あ
げ
だ

。

農
作
業
は
舟
を
使
っ
て
行
わ
れ
、
農
家
一
軒
に

三
〜
四
艘
の
笹
舟
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
土
地
改
良
の
結
果
、

一
面
の
美
田
と
な
り
ま
し
た
。
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《開館時間》午前9時～午後4時30分
《休 館 日》毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》無料
《交通機関》国道1号線尾張大橋から車で約10分

名神羽島I.Cから車で約30分
東名阪長島I.Cから車で約10分

《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496 愛知県海部郡
立田村福原
TEL（0567）24-6233
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●表紙写真●
上右:牧田川堤決壊口の碑

下左:養老の滝 下右:養老公園

当館がある船頭平閘門河川公園では「桜まつり」（3
月29日～4月5日）が、近隣の木曽三川公園センターで
は、「チューリップ祭」が4月7日～4月19日の13日間
にわたり開催されます。
この春、当館では木曽川文庫ホームページを開設しま

した。KISSOの内容はじめ周辺ガイドなどを掲載して
います。
また、所蔵図書の検索システムの充実につとめます。

木曽川文庫ホームページ（4月開設）
http://www.kisogawa-bunko.cb.moc.go.jp
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